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『
古
今
浬
滑
鋤
」
の
成
立
と
そ
の
性
格

青

木

賜
鶴
子

　
東
常
縁
の
古
今
集
注
釈
と
し
て
は
、
常
縁
か
ら
宗
祇
に
伝
え
ら
れ
た
『
両
度

聞
書
』
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
　
『
両
度
聞
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容

の
す
べ
て
が
血
縁
の
説
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
確
証
は
な
い
。
む
し
ろ
、
本

稿
で
取
り
上
げ
る
『
古
今
渥
清
紗
』
の
内
容
と
成
立
を
考
え
る
と
、
宗
祇
の

『
両
度
聞
書
』
が
東
野
縁
の
説
を
忠
実
に
伝
え
る
も
の
と
は
思
え
な
く
な
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
問
題
の
『
古
今
脛
溜
砂
』
は
、
従
来
、
　
『
国
書
総
目
録
』
や
松
田
武

夫
氏
の
『
勅
撰
和
歌
集
の
研
究
』
な
ど
に
よ
っ
て
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

の
存
在
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ

れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
薪
資
料
と
し
て
、
谷
山
茂
博
士
と
片
桐
洋
一
先
生

の
甘
皮
蔵
本
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
奥
書
及
び
注
釈
内
容
の
検
討
を
通
し

て
、
『
脛
溜
紗
』
の
成
立
と
そ
の
性
格
と
を
探
り
、
あ
わ
せ
て
、
古
今
和
歌
集

注
釈
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
試
み
て
お
き
た
い
と
思
う
。

一

　
は
じ
め
に
、
『
脛
溜
妙
』
の
現
存
堂
廊
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
い
ず
れ

も
江
戸
時
代
中
期
の
写
と
お
ぼ
し
い
。

　
谷
山
茂
博
士
本
は
、
袋
綴
の
大
本
一
冊
、
外
題
・
内
題
と
も
に
無
く
、
仮
名

序
注
・
歌
注
・
墨
滅
歌
・
真
名
序
を
載
せ
て
い
る
。

　
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
（
二
三
・
コ
・
四
八
）
は
、
袋
綴
の
大
本
一
冊
、

表
紙
左
肩
に
「
古
今
脛
濫
造
　
全
」
と
題
箋
を
貼
り
、
内
題
は
な
い
。
谷
山
博

士
本
と
同
様
に
、
仮
名
序
注
・
歌
注
・
墨
滅
歌
・
真
名
序
を
載
せ
、
所
々
に
同

筆
の
異
本
書
入
が
見
ら
れ
る
。

　
片
桐
洋
一
先
生
本
は
、
袋
綴
の
六
岸
本
二
冊
、
現
在
は
用
紙
が
裏
打
さ
れ
、

改
装
さ
れ
て
い
る
。
上
下
一
組
の
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
々
性
格

が
異
な
る
た
め
、
仮
に
甲
本
・
乙
本
と
呼
ぶ
。

、
甲
本
は
、
表
紙
左
肩
に
「
古
今
読
人
不
知
寄
作
者
付
／
一
ヨ
リ
十
五
迄
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



中
央
に
「
乾
」
と
書
き
、
内
題
は
な
い
。
巻
一
～
巻
十
四
の
歌
注
の
み
を
載
せ

る
。
内
容
は
、
詠
人
不
知
歌
の
作
者
名
を
中
心
に
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
乙
本
は
、
表
紙
左
肩
に
「
古
今
浬
蓄
電
／
十
六
ヨ
リ
廿
巻
迄
」
、
中
央
に
「
下

巻
」
と
書
き
、
内
題
は
な
い
。
巻
十
六
以
降
の
歌
注
の
み
を
載
せ
る
。
外
題
の

「
下
巻
」
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
も
と
三
冊
本
で
あ
ろ
う
か
。
内
容
は
、
清
濁
な

ど
読
み
に
関
す
る
注
を
中
心
に
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
谷
山
博
士
本
と
京
都
大
学
本
は
同
系
統
と
考
え
ら
れ
、
片
桐

先
生
本
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
と
は
別
系
統
の
一
本
か
ら
、
目
的
に
応
じ
て
各
々

抄
出
し
た
も
の
が
、
誤
っ
て
別
々
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
奥
書
を
検
討
し
た
い
。
以
下
、
各
古
本
の
奥
書
、
及
び
注
記
に
、
私

に
A
～
F
の
記
号
を
付
し
て
順
に
掲
げ
る
。

　
　
（
注
1
）

　
A
論
集
一
部
之
清
濁
口
伝
、
前
ニ
ア
ル
ハ
道
暁
二
相
伝
ス
。
ア
ナ
ノ
ア
キ
タ

　
　
ル
ハ
頼
数
ノ
御
本
ヲ
ウ
ツ
ス
。
又
、
左
ノ
尋
常
縁
ノ
御
本
不
違
ウ
ツ
ス
。

　
　
イ
ッ
レ
モ
イ
ッ
レ
モ
当
流
ノ
金
言
ナ
ル
ヘ
シ
。
ノ
コ
リ
テ
ア
ル
斗
二
重
ヲ

　
　
ツ
ク
。
同
事
ヲ
ハ
重
而
不
加
云
々
。

　
こ
れ
は
、
片
桐
先
生
信
書
と
谷
山
博
士
本
に
存
す
る
が
、
谷
山
博
士
本
に
は

前
遊
紙
の
付
．
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
同
系
統
の
京
大
本
に
は
見
え
な

い
。
谷
山
博
士
本
は
、
片
桐
先
生
造
本
系
統
の
伝
本
を
参
照
し
て
後
に
補
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
奥
書
A
に
よ
れ
ば
、
『
白
髭
妙
』
の
著
者
は
、
道
暁
な
る
人
物
か
ら
相

一
八

伝
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。

　
道
暁
は
、
尋
常
縁
の
弟
子
・
大
坪
里
雪
の
法
名
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
林
祝
子
氏
は
、
『
月
花
集
拾
遺
』
の
奥
書
に
、

　
　
明
応
二
年
三
月
日
　
　
　
　
東
常
脇
指
子
関
東
大
坪
治
部
少
輔
沙
弥
道
教

と
あ
る
「
道
教
」
に
関
し
て
、
『
図
書
寮
典
籍
解
題
（
続
文
学
編
）
』
所
収
の

『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』
に
、
東
重
縁
が
古
今
集
を
相
伝
し
た
人
物
の
一
人
と

し
て
「
大
坪
治
部
少
輔
基
面
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
名
字
か
ら

も
官
位
名
か
ら
も
、
道
教
と
基
清
は
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
が

（「

脂
ﾔ
集
拾
遺
に
つ
い
て
」
『
大
息
国
文
』
九
号
）
、
さ
ら
に
石
川
常
彦
氏
は
、

軒
忍
吾
氏
が
紹
介
さ
れ
た
東
京
大
学
資
料
置
所
蔵
離
塁
注
』
の
識
語

中
に
、

　
　
文
明
十
五
年
八
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坪
道
歌
　
在
判

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
『
教
』
字
は
音
の
共
通
か
ら
く
る
書
写
者
の
誤
り
で
、
右

記
東
大
本
奥
書
の
『
暁
』
字
の
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、
「
林
氏
の

指
摘
の
通
り
、
文
明
三
年
六
月
辺
か
ら
常
縁
周
辺
に
散
見
す
る
大
坪
基
清
の
法

名
が
沙
弥
道
暁
と
見
て
よ
か
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
（
『
月
花
集
拾
遺

温
泉
寺
本
自
讃
歌
注
』
解
説
）

　
両
氏
の
御
説
の
如
く
、
道
暁
と
腰
当
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら

ば
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
六
月
～
七
月
の
常
縁
の
古
A
「
集
講
釈
（
『
両
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

聞
書
』
の
後
度
講
釈
）
を
宗
祇
と
と
も
に
聴
聞
し
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）

に
常
縁
か
ら
「
相
伝
一
流
」
を
伝
受
し
た
基
清
（
す
な
わ
ち
道
暁
）
の
名
を
用

い
、
道
暁
相
伝
の
説
と
と
も
に
、
常
縁
と
そ
の
長
子
頼
数
の
説
を
「
当
流
ノ
金

言
」
と
称
揚
す
る
『
渥
清
妙
』
の
奥
書
A
は
、
そ
れ
が
諸
君
還
流
に
お
け
る
最

も
正
統
な
説
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
著
者
に
よ
る
奥
書
は
、
こ
の
A
だ
け
で
あ
る
が
、
谷
山
博
士
本
の
巻
二
十
巻

末
、
一
一
〇
〇
番
の
注
記
に
、

　
B
道
暁
二
聞
侍
キ
。
此
寄
ヲ
末
ニ
イ
ル
・
子
細
、
（
略
）
ロ
伝
也
。
轟
々
。

　
　
　
明
店
弐
年
正
月
十
二
日
書
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
朝
臣
氏
胤

と
あ
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
氏
胤
は
、
東
常
縁
の
兄
・
氏
数
の
子
で
あ
る
。
同

系
統
の
京
大
本
に
は
、
こ
の
注
記
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
片
桐
先
生
電
源
に
は

「
明
応
弐
年
」
以
下
だ
け
が
な
い
の
で
、
谷
山
博
士
本
は
、
　
「
明
応
弐
年
」
以

下
を
備
え
た
片
桐
先
生
乙
本
系
統
の
二
本
か
ら
後
補
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
部
分
を
素
直
に
読
め
ば
、
道
暁
か
ら
の
口
伝
を
明
応
二
年
（
一

四
九
三
）
一
月
十
二
日
に
書
き
こ
ん
だ
の
が
氏
胤
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
、
こ
れ

を
書
い
た
氏
胤
自
身
が
著
者
で
あ
る
か
、
少
な
く
と
も
、
著
者
が
相
伝
し
た
道

暁
の
口
伝
を
知
り
得
る
立
場
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
明
応
弐
年
」

以
下
は
前
の
注
記
と
成
立
を
異
に
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
氏
胤
は
書
写
者
に

す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
注
釈
内
容
を
検
討
し
た
後

に
、
改
め
て
考
察
し
た
い
。

　
以
下
の
奥
書
は
、
各
伝
本
の
書
写
の
毅
階
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
古
今
浬
溜
砂
』
の
成
立
と
そ
の
性
格

　
　
　
　
ハ
マ
マ
　

　
C
右
古
今
脛
清
砂
一
冊
、
冷
泉
家
自
筆
之
旧
懐
不
慮
求
得
之
。
傍
不
違
一
字

　
　
令
書
写
校
考
及
五
遍
者
・
也
。

　
　
　
貞
享
四
年
八
月
下
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
谷
山
博
士
本
＞

　
D
右
古
今
集
脛
潤
抄
者
西
三
条
殿
以
家
之
本
令
書
写
。
遂
校
合
畢
。

　
　
　
盛
時
貞
享
四
丁
古
暦
二
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
京
大
本
＞

　
E
此
古
今
脛
溜
抄
者
三
条
西
殿
御
秘
本
也
。
実
教
公
ノ
御
器
、
許
容
之
丁
令

　
　
書
也
。

　
F
命
数
ハ
始
不
知
。
高
野
山
金
剛
三
昧
院
和
習
短
冊
二
此
御
名
有
。
尊
氏
・

　
　
為
秀
ノ
同
時
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
片
桐
先
生
乙
本
＞

　
C
～
E
の
奥
書
を
総
合
す
る
と
、
『
浬
清
鋤
』
は
、
三
条
西
家
に
伝
え
ら
れ

て
秘
本
と
し
て
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
実
教
（
一
六
一
九
～
一
七
〇
一
）
の
時
、

お
そ
ら
く
C
と
D
に
見
え
る
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
近
い
頃
に
書
写
を
許

さ
れ
て
広
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
C
の
「
冷
泉
家
自
筆
之
零
本
」
は
、
ζ

の
三
条
西
家
本
を
冷
泉
家
の
人
物
が
写
し
た
本
で
あ
ろ
う
。

　
片
桐
先
生
等
温
に
は
、
奥
書
A
E
に
続
け
て
、
F
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
奥
書
A
の
「
頼
数
」
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
る
が
、
康
永
三
年
（
一
三
四

四
）
に
奉
納
さ
れ
た
『
高
野
山
金
剛
三
昧
院
短
冊
』
（
続
群
書
類
従
四
〇
三
所

収
）
に
は
、
尊
氏
・
為
秀
の
名
は
あ
る
が
、
頼
数
の
名
は
見
え
な
い
し
、
ま

た
、
東
常
縁
流
の
説
を
伝
え
よ
う
と
す
る
『
浬
清
妙
』
で
あ
れ
ば
、
　
「
頼
数
」

は
当
然
東
薄
縁
長
子
の
頼
数
を
さ
す
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
注
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



は
正
し
く
な
い
。

二

　
前
章
に
掲
出
し
た
よ
う
に
、
現
存
伝
本
の
奥
書
C
～
E
に
は
既
に
“
浬
清

砂
”
の
書
名
が
見
え
、
遅
く
と
も
貞
享
の
頃
ま
で
に
は
“
脛
肩
馬
”
と
名
付
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
本
来
の
書
名
で
あ
っ
た
と
は
考
え

難
い
こ
と
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
『
浬
清
砂
』
の
「
渥
清
」
は
、
中
国
頭
熱
省
で
合
流
す
る
浬
水
と
清
水
を
指

し
、
浬
水
は
濁
り
、
滑
水
は
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
清
濁
の
区
別
が
明
ら

か
な
喩
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
古
今
浬
西
門
』

と
は
、
“
古
今
集
の
清
濁
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
注
釈
書
”
の
意
と
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
『
浬
清
妙
』
の
注
記
の
中
に
は
、
清
濁
に
関
す
る
注
も
多

い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
詠
人
不
知
歌
に
作
者
名
を
あ
て
る
も
の
や
、
　
『
為

家
抄
』
『
六
巻
抄
』
な
ど
を
利
用
し
た
記
述
も
多
く
、
清
濁
だ
け
を
目
的
に
し

た
注
釈
書
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
現
存
『
脛
潤
妙
』
は
、
古
今
集
の
本
文
を
部
分
的
に
抜
き
出
し
て

注
を
加
え
て
い
る
が
、
本
来
は
、
古
今
集
の
写
本
に
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
本

文
に
注
を
書
き
入
れ
る
”
書
き
入
れ
注
”
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う

な
古
今
集
の
写
本
を
「
～
鋤
（
抄
）
」
と
呼
ぶ
の
は
不
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
書
き
入
れ
注
で
あ
っ
た
と
考
え
る
根
拠
は
、
た
と
え
ば
、
春
上
・
二
八
番
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

春
下
・
七
五
番
、
同
二
一
＝
番
の
掲
出
本
文
を
太
字
で
示
し
、
そ
の
う
ち
注

記
の
あ
る
部
分
に
傍
線
を
引
い
て
掲
げ
る
と
、

　
　
も
も
ち
と
り
さ
へ
っ
る
春
は
物
こ
と
に
あ
ら
た
ま
れ
と
も
我
そ
ふ
り
ゆ
く

　
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
●
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
コ

　
　
桜
ち
る
花
の
と
こ
ろ
は
春
な
か
ら
雪
そ
ふ
り
つ
、
き
え
か
て
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
い
ま
も
か
も
さ
き
に
ほ
ふ
ら
む
た
ち
は
な
の
こ
し
ま
の
さ
き
の
山
吹
の
花

こ
の
よ
う
に
、
注
で
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
共
に
掲
出
さ
れ
、
し
か

も
、
不
自
然
な
切
り
方
を
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
注
の
あ
る
部

分
が
後
に
抜
き
出
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
楼
上
・
八
八
五
番
の
詞
書
、

　
　
田
む
ら
の
み
か
ど
の
御
と
き
に
、
斎
院
に
侍
け
る
あ
き
ら
け
い
こ
の
み
こ

　
　
を
、
は
、
あ
や
ま
ち
あ
り
と
い
ひ
て
、
斎
院
を
か
へ
ら
れ
ん
と
し
け
る

　
　
を
、
そ
の
こ
と
や
み
に
け
れ
ば
よ
め
る

の
注
を
見
る
と
、

麟
・
の
み
か
・
の
御
と
き
無
智
神
ノ
后
ノ
御
事
也
予
一
毫
塊

あ
・
嘘
肝
い
・
母
あ
や
母
藤
列
子
離
鞭
隠
構
喧

こ
れ
は
谷
山
博
士
本
を
掲
げ
た
が
、
他
の
二
本
に
は
、

　
　
文
徳

　
　
田
む
ら
の
み
か
と
の
御
と
き

　
　
あ
き
誓
い
誘
軽
夢
母
母
藤
列
子
従
五
位
上
是
婁

④
賀
茂
ヲ
ハ
斎
院
ト
云
、
伊
勢
ヲ
ハ
斎
宮
ト
云
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
京
大
本
〉



　
　
文
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
田
む
ら
の
み
か
と
の
御
と
き
ト
ハ
賀
茂
明
神
ノ
后
ノ
御
事
也
ト
云
也
。

　
　
　
　
箏

　
　
あ
き
ら
け
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
母
あ
や
ま
ち
母
藤
義
子
従
五
位
上
是
雄
女
　
伊
勢
ヲ
ハ
斎
宮
ト
申
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
片
桐
先
生
乙
本
〉

と
あ
る
。
掲
出
本
文
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
の
も
注
意
さ
れ
る
が
、
私
に

1
線
を
引
い
た
⑦
④
の
注
記
は
、
　
「
斎
院
」
に
対
す
る
注
記
と
思
わ
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
三
本
と
も
に
そ
の
本
文
を
掲
出
し
て
い
な
い
の
は
更
に
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
注
記
の
う
ち
、
私
に
…
線
を
引
い
た
も
の
は
、
定

家
の
古
今
集
写
本
に
見
え
る
並
物
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
曰
物
が
注
記
と
と

も
に
示
さ
れ
て
い
る
の
も
、
底
本
の
古
今
集
写
本
に
存
在
し
た
勘
物
を
共
に
抜

き
出
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
脛
滑
紗
』
の
も
と
の
形
、
い
わ
ば
第
一
次
『
脛
語
言
』
は
、

古
今
集
の
写
本
に
注
を
書
き
入
れ
た
“
書
き
入
れ
注
”
で
あ
り
、
そ
の
注
記
に

は
清
濁
以
外
の
も
の
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
段
階
で
は

未
だ
『
脛
滑
紗
』
と
い
う
書
名
も
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
お
そ
ら
く
別
人
に
よ
っ
て
、
注
記
の
部
分
だ
け
が
本
文
の
一
部
と
と
も

に
抄
出
さ
れ
て
第
二
次
『
浬
滑
紗
』
が
成
立
し
、
現
存
諸
本
に
至
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
『
渥
溜
鋤
』
と
い
う
書
名
は
、
こ
の
第
二
次
本
以
降
の
あ
る
段
階
で
、

清
濁
を
載
せ
る
注
釈
書
と
見
な
さ
れ
て
、
あ
る
い
は
奥
書
A
に
「
此
集
一
部
之

む
　
　
む

清
濁
口
伝
」
云
々
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
『
古
今
浬
滑
鋤
』
の
成
立
と
そ
の
性
格

三

　
以
上
、
『
空
清
紗
』
が
本
来
の
書
名
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
が
、
こ
の
書
名
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
　
『
浬

滑
妙
』
に
は
清
濁
に
関
す
る
注
が
多
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
注
記
に
つ
い

て
次
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
先
に
掲
出
し
た
奥
書
A
に
、
清
濁
の
口
伝
は
、
道
暁
相
伝
の
説
　
（
右
側
）
・

常
縁
極
の
声
点
（
左
側
）
・
頼
数
本
の
声
点
（
白
丸
）
を
載
せ
た
と
あ
っ
た
が
、

実
際
、
「
浬
溜
鋤
』
に
は
、
　
こ
の
三
種
の
声
点
が
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て
い

る
。　

し
か
し
、
右
側
の
声
点
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
道
暁
相
伝
の
説
は
、
古
今
集
本

文
の
傍
ら
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
で
も
、

　
　
心
ニ
ナ
ト
思
テ
惜
ニ
ナ
ト
ハ
聞
ヘ
ヌ
様
二
よ
む
へ
し
誘
。

　
　
仁
和
の
み
か
と
み
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
上
・
二
一
番
詞
書
）

　
　
　
　
　
は
い
か
い
、
如
此
モ
ヨ
ム
ヨ
シ
申
。
寄
ト
云
字
ヲ

　
　
誹
譜
寄
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雑
体
）

　
　
　
　
　
加
テ
ヨ
ム
時
ハ
憂
事
ト
誘
。
三
々
可
問
。

な
ど
の
よ
う
に
、
引
用
の
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
三
三
相
伝
の
説
で
あ
る

こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　
そ
の
説
は
、
た
と
え
ば
、

　
　
カ
ナ
・
マ
ナ
ト
モ
ニ
オ
ツ
シ
カ
ウ
チ
ノ
ミ
ツ
ネ
ト
当
流
ニ
ハ
ヨ
ム
ナ
リ
。

　
　
凡
河
内
躬
恒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
蚕
・
三
〇
番
作
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



と
、
「
二
野
」
と
し
て
あ
げ
る
「
オ
ッ
シ
」
説
が
、
二
条
家
の
説
を
伝
え
る
『
六

巻
抄
』
を
は
じ
め
、
発
恵
の
『
延
三
島
』
、
　
三
条
西
家
の
『
伝
心
抄
』
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
二
条
派
の
説
と
｝
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
二
条
派
の
説
を

「
当
流
」
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
次
の
二
例
の
よ
う
に
、
常
縁
本
・
頼
数
本
の
声
点
に
さ
ら
に
注
を
加

え
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
声
ニ
コ
リ
テ
ア
レ
ト
ス
ミ
テ
ヨ
ム
ヘ
シ
。

　
　
貞
観
の
御
時
綾
烏
豆
の
ま
へ
に
　
　
　
　
　
（
雪
下
・
二
五
五
番
詞
書
）

　
　
　
　
　
　
　
。
。
。

　
　
源
ま
さ
す
み
ス
ミ
不
審
。
ず
み
欺
。
如
何
。
（
下
略
）

　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
　
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
買
上
・
一
二
番
作
者
）

　
は
じ
め
の
例
で
は
、
頼
数
本
か
ら
写
し
た
白
丸
の
声
点
は
、
当
時
為
家
の
真

　
　
　
　
　
（
注
5
）

作
と
さ
れ
て
い
た
『
三
秘
抄
古
今
聞
書
』
の
声
点
と
一
致
す
る
が
、
寂
素
本
・
毘

沙
門
堂
註
本
・
古
今
訓
点
抄
な
ど
は
注
記
の
よ
う
に
「
ス
ミ
テ
ヨ
ム
」
説
を
と
っ

て
い
る
。
二
条
派
で
は
こ
ち
ら
の
方
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
後
の
例
の
常
話
本
の
声
点
は
、
『
六
巻
抄
』
や
、
二
条
派
の
う
ち
、
発
恵
の

『
延
五
二
』
、
猪
苗
代
兼
載
の
『
古
今
私
旧
聞
』
な
ど
の
三
島
系
の
注
釈
書
が

あ
げ
る
説
で
あ
り
、
注
記
の
「
ズ
ミ
」
と
読
む
説
は
、
同
じ
二
条
派
で
も
、
毘

沙
門
堂
註
本
や
三
条
西
家
の
『
伝
心
抄
』
な
ど
と
一
致
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
条
派
の
説
が
一
致
す
る
場
合
は
、
『
浬
滑
砂
』
　
も
そ
の
説

に
従
う
こ
と
が
多
く
、
二
条
派
の
説
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
発
恵
の
系

統
と
は
対
立
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
ま
た
、
以
上
三
種
の
説
の
ほ
か
に
、
「
先
人
ノ
御
本
」
「
先
人
ノ
御
選
」
と
し

て
提
示
さ
れ
て
い
る
注
記
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
編
上
・
八
番
詞
書
の
「
正
月

三
日
」
の
注
に
、

　
　
ム
ツ
キ
ト
ヨ
ム
也
。
先
人
ノ
御
本
二
有
。
素
明
尭
孝
二
豪
強
時
ハ
、
ム
ツ

　
　
キ
ミ
カ
ト
伝
也
。
先
人
常
縁
伝
受
ノ
時
日
、
シ
ヤ
ウ
ク
ワ
チ
ミ
カ
ト
イ
ヘ

　
　
リ
。
共
二
可
用
之
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
「
先
人
」
は
常
縁
か
ら
直
接
伝
授
を
受
け
た
と
考
え
ら

れ
、
『
浬
清
妙
』
の
著
者
は
、
「
先
人
ノ
御
本
」
と
と
も
に
、
「
先
人
」
が
常
縁

か
ら
相
伝
し
た
説
を
も
授
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
脛
清
濁
』
が
あ
げ
る
「
先
人
」
の
説
は
少
な
い
が
、
た
と
え
ば
、

　
　
文
字
ノ
マ
・
ニ
ヨ
ム
也
。
イ
ト
ヨ
ム
也
。
先
人
ノ
諸
説
。

　
　
さ
け
た
う
ひ
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
離
別
・
三
八
五
番
詞
書
）

　
　
　
　
　
　
o
o

　
　
バ
ク
ワ
ヵ
ウ
ト
ヨ
ム
也
。
（
略
）

　
　
り
　
　
り
　
　
り

　
　
百
和
香
　
ヒ
ヤ
ク
ワ
カ
ウ
先
人
ノ
御
本
也
。
　
　
（
物
名
・
四
六
四
番
詞
書
）

　
　
●
　
　
O
　
　
O

　
　
　
　
　
　
。
先
人
ノ
御
本
ハ
ス
メ
リ
。

　
　
こ
ひ
し
き
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誹
譜
歌
・
一
〇
二
四
番
）

　
　
　
　
　
　
◎
◎

　
　
あ
な
し
の
山
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
歌
所
御
歌
・
一
〇
七
六
番
）

　
　
．
．
．
じ
先
人
御
本
。

の
四
例
の
う
ち
、
三
八
五
は
『
延
五
記
』
な
ど
で
は
触
れ
ら
れ
ず
、
残
り
三
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

は
い
ず
れ
も
『
延
自
記
』
な
ど
と
対
立
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
や
は
り
通
説

の
説
と
は
異
な
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。



　
古
今
集
の
清
濁
や
読
み
方
を
注
釈
す
る
こ
と
は
、
設
置
の
「
古
今
集
声
句
相

伝
聞
書
』
な
ど
、
そ
の
こ
と
だ
け
を
目
的
に
し
た
注
釈
書
を
は
じ
め
、
こ
の
時

代
、
お
も
に
町
回
の
流
派
が
盛
ん
に
問
題
に
し
て
い
た
事
柄
で
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
風
潮
を
背
景
に
、
『
浬
清
鋤
』
も
、
常
縁
固
目
頼
数
本
の
声
点
と
と
も

に
、
常
縁
の
説
を
伝
受
し
た
「
先
人
」
や
道
暁
の
説
を
用
い
て
東
家
説
に
広
が

り
を
持
た
せ
な
が
ら
、
自
家
の
説
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

　
清
濁
に
関
す
る
注
記
は
、
そ
の
頃
の
流
行
を
背
景
に
『
脛
滑
妙
』
で
も
問
題

迄
さ
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
に
述
べ
る
詠
人
不
知
歌
の
作
者
注
の

場
合
も
、
同
様
の
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
浬
清
鋤
』
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
詠
人
不
知
歌
に
作
者
名
を
あ
て
て
い

る
。
詠
人
不
知
歌
の
作
者
が
実
は
誰
そ
れ
な
の
だ
と
称
す
る
注
釈
書
と
し
て

は
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
成
立
し
た
、
尭
智
の
『
古
今
集
読
人
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

考
』
（
続
群
書
類
従
四
五
三
所
収
）
、
神
宮
文
庫
な
ど
に
蔵
さ
れ
て
い
る
『
古
今

無
名
作
者
抄
』
な
ど
、
．
そ
れ
を
目
的
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
書
を
は
じ
め
、
未

刊
国
文
古
註
釈
大
系
所
収
の
『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
註
』
な
ど
、
中
世
の
数
多

く
の
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
『
脛
溜
妙
』
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は

見
当
ら
な
い
。

　
今
、
右
に
あ
げ
た
三
本
に
つ
い
て
、
『
浬
清
鋤
』
と
の
相
違
を
示
す
と
、
た

『
古
今
浬
二
二
」
の
成
立
と
そ
の
性
格

と
え
ば
、
春
上
・
六
五
番
「
折
り
と
ら
ば
」
の
歌
の
作
者
を
『
浬
潤
妙
』
は

「
聖
武
」
と
す
る
が
、
『
古
今
集
読
人
不
知
考
』
は
文
徳
天
皇
、
『
古
今
無
名
作

者
抄
』
は
不
住
ぐ
く
御
歌
と
し
、
　
『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
註
』
は
紀
ノ
ア
リ
ト

モ
を
あ
て
る
。
ま
た
、
夏
・
一
四
五
番
「
夏
山
に
」
の
歌
の
作
者
を
『
脛
当

紗
』
が
「
惟
喬
母
」
と
す
る
の
も
、
『
古
今
集
読
人
不
知
考
』
『
古
今
無
名
作
者

抄
』
が
そ
ろ
う
て
七
条
中
宮
を
あ
て
て
い
る
の
と
対
立
す
る
。
な
お
、
『
毘
沙

門
堂
本
古
今
集
註
』
は
、
こ
の
歌
の
作
者
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
三
本
以
外
の
も
の
を
含
め
て
、
部
分
的
に
は
一
致
す
る
場

合
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
例
を
見
る
と
、
単
に
こ
れ
ら
を
集
め
た

の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
違
っ
て
い
る
部
分
こ
そ
、
東
家
独
自

の
”
秘
説
”
な
の
で
あ
り
、
作
老
名
を
あ
げ
る
注
釈
方
法
の
流
行
を
背
景
に
、

東
家
説
を
主
張
す
る
た
め
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

　
さ
て
、
『
渥
清
書
』
の
注
記
を
分
析
し
て
み
る
と
、
以
上
述
べ
て
き
た
清
濁

や
詠
人
不
知
歌
の
作
者
に
関
す
る
注
記
の
ほ
か
に
、
二
条
宗
家
の
為
世
と
そ
の

弟
定
為
法
印
の
説
を
伝
え
る
、
行
乗
の
『
六
巻
抄
』
や
、
後
述
す
る
『
為
家

抄
』
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　
と
り
わ
け
多
い
の
が
『
六
巻
抄
』
の
利
用
で
あ
る
。
今
、
試
み
に
、
聖
上
・

冒
頭
部
を
比
較
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



脛
　
　
清
　
　
紗

六
　
　
巻
　
　
抄
（
注
8
）

御
抄
云
、
ヒ
チ
テ
ト
ハ
、
ヒ
タ
シ
テ
ト
云

只
旧
年
ノ
雪
国
猶
消
ヌ
ニ
、
日
数
ハ
春
二

成
テ
、
泪
モ
氷
り
二
二
ト
チ
ラ
レ
タ
リ
ツ

ア
ル
ベ
シ
ト
モ
不
見
。
七
重
閏
年
ノ
雪
ハ
猶

ル
鶯
ノ
ヲ
ノ
カ
春
二
逢
テ
、
コ
ホ
レ
ル
泪

キ
エ
ヌ
ニ
、
日
数
ハ
春
二
成
テ
、
涙
モ
氷

リ
雪
ニ
ト
ヂ
ラ
レ
タ
リ
ツ
ル
鶯
ノ
ヲ
ノ
ガ

モ
ト
ケ
ヌ
ラ
ン
ト
イ
ヘ
ル
ニ
コ
ソ
。
ω
雪
の
内
に
春
は
き
に
け
り

春
ニ
ア
ヒ
テ
、
コ
ホ
レ
ル
涙
モ
ト
ケ
ヌ
ラ

ン
ト
云
ヘ
ル
ニ
コ
ン
。

二
四

　
一
致
す
る
部
分
に
傍
線
を
引
い
た
が
、
右
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

ん
ど
全
て
の
注
記
を
、
何
ら
か
の
形
で
利
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
六
巻
抄
』
の
注
記
が
比
較
的
長
い
場
合
は
、
「
付
紙
」

こ
と
が
多
い
。

　
た
と
え
ば
、
恋
三
・
六
一
九
番
の
注
を
見
る
と
、

　
　
真
雅
僧
正
　
人
丸
共

　
　
、
よ
る
へ
な
み

　
　
　
．
．
　
“

付
紙
二

　
よ
る
へ
な
み
、
御
口
口
、

　
。
。
　
㏄

『
六
巻
抄
』
の
ほ
と

の
形
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ト
へ
目
立
よ
り
た
の
む
縁
な
と
ア
ル
あ
た
り
ラ
イ
フ

　
也
。
無
縁
ニ
サ
シ
ハ
ナ
レ
タ
ル
ヲ
ヨ
ル
ヘ
ナ
シ
ト
云
也
。
此
事
タ
・
ヨ
ル
ヘ
ト
云
詞

　
　
ニ
テ
寄
ニ
モ
ヨ
ミ
、
詞
ニ
モ
カ
ケ
ハ
、
昔
ノ
人
ハ
ウ
タ
カ
ヒ
思
事
モ
ナ
ク
云
ツ
タ
ヘ

　
タ
ル
ヲ
、
チ
カ
キ
世
二
、
物
ノ
ヨ
シ
ヲ
シ
ラ
ス
、
フ
ル
キ
事
ヲ
見
サ
ト
ラ
ヌ
モ
ノ

　
　
・
、
源
氏
物
語
二
賀
茂
祭
日
ヨ
ル
ヘ
ノ
水
ト
ヨ
ミ
タ
ル
ハ
、
社
頭
二
神
水
ト
テ
瓶
二
．

　
入
タ
ル
水
也
ナ
ト
自
由
ニ
イ
ヒ
イ
テ
タ
ル
ハ
、
イ
タ
ツ
ラ
事
ナ
リ
。
同
物
語
ノ
カ
タ

　
　
ハ
ラ
ノ
巻
ヲ
タ
ニ
見
サ
リ
ケ
ル
、
イ
フ
カ
ヒ
ナ
キ
事
也
。
後
撰
寄
　
滋
幹
　
ナ
ル
ト

　
　
ヨ
リ
サ
シ
イ
タ
サ
レ
シ
舟
ヨ
リ
モ
我
ソ
ヨ
ル
ヘ
モ
ナ
キ
心
地
セ
シ
　
カ
ス
ナ
ラ
ヌ
身

　
　
ハ
ウ
キ
草
ニ
ナ
リ
ナ
・
ム
ツ
レ
ナ
キ
人
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ
ラ
レ
シ

と
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
「
付
紙
二
」
以
下
は
、
『
六
巻
抄
』
の
注
記
を
そ
の
ま

ま
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
『
浬
清
紗
』
の
も
と
に
な

っ
た
古
今
集
伝
本
の
余
白
に
は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
た
め
に
付
紙
に
記
し
て
あ

っ
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
に
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
六
巻
抄
』
は
、
寛
正
二
年
か
ら
三
年
（
一
四
六
一
～
一
四
六
二
）
に
円
雅

の
所
持
本
を
東
常
縁
が
書
写
し
て
以
来
、
二
条
家
正
統
の
説
を
載
せ
．
る
も
の
と



し
て
東
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
東
家
の
説
を
さ
ら
に
補
強
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
六

　
『
六
巻
抄
』
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の
が
『
為
家
抄
』
の
利
用
で
あ
る
。

　
現
在
の
『
為
家
抄
』
が
、
為
家
の
真
作
で
は
な
く
、
二
条
派
の
入
物
に
よ
る

偽
作
で
あ
る
こ
と
は
、
片
桐
洋
一
先
生
の
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
一
』
に

詳
し
い
が
、
当
然
の
し
と
居
が
ら
、
こ
の
時
代
は
、
た
と
え
ば
明
応
頃
に
成
立

し
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
『
古
今
秘
注
』
が
「
為
家
卿
日
」
と
し
て
『
為
家

抄
』
を
引
用
し
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
も
、
一
般
に
為
家
の
真
作
と
信
じ
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

　
以
下
、
初
雁
文
庫
蔵
本
『
為
家
抄
』
に
よ
っ
て
、
『
為
家
抄
』
と
全
く
一
致

す
る
部
分
に
傍
線
を
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
部
分
に
△
印
を
付
し
て
数
例
を
あ
げ
て

み
る
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
此
寄
ハ
、
橘
ノ
大
公
ト
工
人
、
う
ち
橋
ノ
小
嶋
ト
云
四
二
寺
ヲ
作
テ
、
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
　
ム
ム
ム

庄
ト
シ
テ
山
吹
ヲ
ウ
ヘ
テ
ア
イ
ス
。
此
人
事
有
テ
、
オ
キ
ノ
国
ヘ
ナ
カ
サ

　
　
ム
　
ム

レ
ケ
リ
。
傍
、
平
生
通
ケ
ル
女
ノ
、

又
ノ
年
よ
め
る
と
な
ん
イ
ヘ
リ
。

　
　
　
　
　
（
春
下
・
一
二
三
番
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
　
△

此
寄
ノ
心
、
そ
の
な
の
む
つ
ま
し
け
れ
は
旅
な
ら
す
乏
も
や
と
ら
ん
ト
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
上
・
二
二
八
番
）

　
　
「
古
今
浬
三
二
』
の
成
立
と
そ
の
性
格

※
相
伝
云
、
み
た
り
ノ
翁
ノ
事
、
例
ノ
臨
く
ノ
秘
事
ト
テ
、

　
拠
モ
ナ
キ
事
ヲ
二
人
多
歎
。
姫
此
前
陣
加
恥
不
勘
当
。
只
、

女
山
、
紀
伊
国
ト
大
和
国
ト
ノ
サ
カ
ヰ
ニ
、
イ
モ
セ
ノ
山
ト
テ
ニ
有
。

其
中
灘
払
か
加
絶
借
覧
吉
野
川
ト
云
ナ
リ
。
冨
ノ
心
ハ
、
カ
キ
リ
ナ
ク
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
　
　
　
　
　

ツ
マ
シ
キ
中
モ
、
ツ
ヰ
ニ
離
別
ノ
事
バ
リ
有
也
。
心
深
ク
ヨ
メ
ル
歎
。
能

か
可
陣
三
世
か
（
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
恋
五
・
八
二
八
番
）
．

・
　
　
　
・
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
シ
タ
ル
証

昔
あ
り
け
る

　
　
翁
、
卜
暑
し
る
し
て
、
ソ
ノ
名
ヲ
ア
ラ
バ
サ
ス
。
然
ヲ
、
末
学
ノ
浅
智
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム

　
　
シ
ル
ラ
ン
事
信
シ
カ
タ
シ
ト
誘
。
．
　
　
　
　
（
野
上
・
八
九
五
番
左
注
）

　
　
　
※
『
為
家
抄
』
に
は
、
「
宗
匠
義
軍
」
と
あ
る
．

　
こ
の
よ
う
に
、
『
為
家
抄
』
を
用
い
て
、
和
歌
の
本
説
を
述
べ
た
り
、
「
爵
ノ

心
」
と
し
て
一
首
全
体
の
解
釈
を
示
す
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、

私
に
・
印
を
付
し
た
最
後
の
二
例
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
八
二
八
で
は
、
末
尾
に
「
佐
々
可
口
伝
也
」
と
付
け
加
え
て
、
　
『
為
家
抄
』

の
説
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
八
九
五
に
お
い
て
は
、
『
為
家
抄
』

の
い
う
「
宗
匠
」
の
説
を
、
　
「
相
伝
」
の
説
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
0
）

　
「
宗
匠
」
と
は
、
『
六
巻
抄
』
、
北
畠
親
房
の
注
釈
、
飛
鳥
井
家
の
『
古
今
栄

雅
抄
』
な
ど
に
見
る
よ
う
に
、
お
も
に
二
条
派
の
注
釈
書
に
お
い
て
、
二
条
家

を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
相
伝
」
、
の
説
と

す
る
の
は
、
そ
の
説
が
、
為
家
か
ら
直
接
相
伝
さ
れ
た
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
ま
た
、
春
上
．
二
八
番
「
も
、
ち
ど
り
」
の
注
、

　
　
ウ
ク
ヒ
ス
ハ
入
ト
モ
、
ウ
ク
ヒ
ス
ニ
百
千
鳥
ハ
入
カ
タ
シ
ト
古
入
道
ハ
申

　
　
ヲ
キ
侍
ナ
リ
云
々
。

は
、
や
は
り
・
の
時
代
に
為
家
の
作
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
『
準
準
抄
赴
講

書
』
に
、

　
　
　
（
略
）
百
千
鳥
に
鶯
は
い
る
と
も
、
鶯
に
百
千
鳥
は
い
り
が
た
し
。
故
入

　
　
道
は
申
を
き
侍
也
。
然
ば
、
鶯
に
か
ぎ
ら
ず
と
云
々
。

と
あ
る
の
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
為
家
の
著
作
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、

で
き
る
限
り
参
照
し
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
先
に
引
用
し
た
、
春
上
・
冒
頭
部
に
見
ら
れ
る
「
為
家
卿
頓
阿
亀

伝
給
ふ
時
ハ
・
・
…
」
（
四
番
詞
書
「
御
う
た
」
の
注
）
の
よ
う
に
、
「
為
家
卿
」

と
は
っ
き
り
名
を
あ
げ
て
、
為
家
伝
来
の
説
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
も
あ

る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
説
は
、
『
為
家
抄
」
「
三
秘
抄
古
今
聞
書
』
な
ど
に
は
見

え
な
い
警
の
説
で
遭
遇

　
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
東
家
の
先
祖
の
素
影
法
師
が
、
為
家
か
ら
相

伝
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
『
実
隆
公
記
』
文
明
十
八
年
七
月
「
日
の
条
に
、
宗
祇
が
実
隆

に
対
し
て
、
和
歌
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
雑
談
を
し
た
内
容
が
、
数
ケ
条
に

わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
ね

　
　
一
、
不
立
不
断
事
　
故
藤
常
縁
云
、
於
不
立
不
断
事
野
業
家
所
知
也
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
　
　
謂
□
二
条
与
冷
泉
不
相
同
之
以
前
先
祖
素
図
法
師
受
為
家
旧
説
。
（
略
）

と
あ
る
。
二
条
家
・
冷
泉
家
の
説
の
相
違
点
と
し
て
有
名
な
、
仮
名
序
の
「
ふ

じ
の
山
も
け
ぶ
り
た
、
ず
」
に
つ
い
て
、
二
条
家
と
冷
泉
家
と
が
分
か
れ
る
以

前
か
ら
、
東
家
の
先
祖
の
素
退
法
師
は
為
家
の
説
を
受
け
て
い
る
、
つ
ま
り
、

東
家
の
古
今
説
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
く
正
統
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
為
家
の
説
は
、
東
家
の
人
物
に
と
っ
て
は
最
も
規
範
と
な
る
正
統

の
説
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
為
家
の
説
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
家

が
い
か
に
正
統
で
あ
る
か
を
主
張
し
、
ま
た
、
『
為
家
抄
』
や
『
三
秘
抄
』
の

利
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
為
家
説
を
、
さ
ら
に
完
壁
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
　
『
脛
滑
鋤
』
は
、
東
家
の
人

物
に
と
っ
て
最
も
規
範
と
す
べ
き
、
『
為
家
抄
』
『
三
秘
図
』
な
ど
の
為
家
説
を

用
い
つ
つ
、
二
条
家
正
統
の
説
を
伝
え
る
『
六
巻
抄
』
に
よ
っ
て
そ
れ
を
総
合

的
に
補
強
し
、
ま
た
、
当
時
流
行
し
て
い
た
清
濁
に
つ
い
て
は
、
回
縁
本
・
頼

数
本
．
「
先
人
」
説
。
道
暁
説
な
ど
に
よ
っ
て
東
家
の
説
を
主
張
し
、
同
じ
く

流
行
の
詠
人
不
知
歌
の
作
者
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
、
東
家
の
立
場
を
明
ら
か

に
し
ょ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
て
ま
ず
成
立
し
た
第
一
次
『
浬
滑
紗
』
は
、
古
今
集
の
写
本
に
注
を

書
き
入
れ
た
”
書
き
入
れ
注
”
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
前
述
の
如
く



で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
別
人
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
注
の
部
分
の
み
が

本
文
の
一
部
と
と
も
に
抄
出
さ
れ
て
注
釈
書
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
　
（
第
二
次

『
浬
滑
紗
』
）
、
現
存
諸
本
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

七

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
『
塗
輿
鋤
』
を
作
り
あ
げ
た
人
物
は
、
い
っ

た
い
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
性
格
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
考
え
な
が
ら
、
以

下
に
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
第
一
に
注
目
し
た
い
の
は
、
『
脛
薄
紗
』

が
東
黒
縁
か
ら
宗
舐
に
伝
え
ら
れ
た
例
の
『
両
度
聞
書
』
を
全
く
無
視
し
て
い

る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
周
知
の
如
く
、
『
両
度
聞
書
』
は
、
お
も
に
「
下
の
心
」
と
し
て
教
訓
的
な

解
釈
を
述
べ
る
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
注
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
く
一
般
的
な
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、
『
両
度
聞
書
』
は
全
く
用
い
ら
れ
て

い
な
い
。

　
『
脛
滑
鋤
』
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
三
聖
か
ら
の
相
伝
で
あ
る
こ
と
を
度

々
主
張
し
て
い
る
の
だ
が
、
道
汚
す
な
わ
ち
大
坪
基
清
も
そ
の
講
釈
を
同
聴
し

た
『
両
度
聞
書
』
を
全
く
無
視
し
て
い
る
事
実
は
重
大
で
あ
る
。
す
で
に
宗
祇

に
よ
っ
て
世
に
広
ま
っ
て
い
る
東
墨
書
説
は
、
東
家
の
奥
義
を
伝
え
て
い
な
い
、

と
主
張
し
て
い
る
と
し
か
私
に
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
東
常

詰
流
で
あ
り
な
が
ら
、
宗
舐
と
は
別
の
流
派
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
宗

　
　
　
　
『
古
今
漣
溜
砂
』
の
成
立
と
そ
の
性
格

祇
一
派
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
東
家
本
来
の
説
は
こ
れ
な
の
だ
と
い
う
姿
勢
で
、

そ
の
集
大
成
を
め
ざ
し
て
著
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　
井
上
宗
雄
博
士
の
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
．
室
町
後
期
』
に
よ
る
と
、

奥
美
濃
の
郡
上
東
家
は
、
常
縁
長
子
・
頼
数
の
後
、
氏
数
流
の
元
胤
が
当
主
と

な
り
、
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
頃
、
元
胤
の
死
に
よ
っ
て
弟
の
氏
胤
が
嗣
い

だ
ら
し
い
（
室
町
後
期
㎜
頁
・
室
町
前
期
回
忌
年
譜
）
。
氏
胤
は
、
文
亀
元
年

（一

ﾜ
〇
一
）
に
重
縁
の
子
・
常
和
か
ら
東
家
相
伝
の
古
今
説
を
伝
受
し
て
い

る
（
室
町
前
期
卿
～
蹴
頁
・
岡
鰯
頁
年
譜
）
。

　
一
方
、
常
和
の
弟
。
素
純
は
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
に
宗
祇
か
ら
古
今

伝
受
し
（
室
町
後
期
5
9
頁
・
室
町
前
期
鰯
頁
年
譜
）
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）

に
宗
舐
が
箱
根
で
没
し
た
時
も
、
馳
せ
参
じ
て
臨
終
に
古
今
聞
書
・
切
紙
を
受

け
る
（
室
町
前
期
静
置
年
譜
）
な
ど
、
全
く
宗
祇
の
門
弟
と
し
て
行
動
し
て
い

る
。

　
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
氏
胤
と
素
純
と
が
ど
ち
ら
も
東
家
の
「
十
代
末

葉
」
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
素
純
が
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
著

し
た
『
か
り
ね
の
す
さ
み
』
の
奥
に
「
十
代
末
葉
素
純
」
と
あ
り
（
室
町
後
期

鵬
頁
）
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
写
し
た
『
源
氏
物
語
之
詞
井
歌
抄
出
』
、

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
に
編
ん
だ
古
今
集
の
注
釈
な
ど
に
も
「
十
代
末
葉
隔

番
」
と
記
し
て
い
る
（
室
町
後
期
同
等
・
同
5
9
頁
）
。
そ
し
て
、
氏
胤
も
ま
た
、

文
亀
以
後
（
一
五
〇
一
～
）
、
「
十
代
末
葉
」
を
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
室
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



前
期
鰯
頁
年
譜
）
。
時
期
的
に
も
ほ
ぼ
同
じ
頃
で
あ
り
、
東
家
内
部
に
お
け
る
、

宗
祇
派
と
反
宗
祇
派
と
の
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
第
一
章
に
掲
げ
た
、
B
の
氏
胤
の
注
記
が
注
目
さ
れ
る
（
本
稿
一

九
ぺ
：
ジ
参
照
）
。
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
、
　
こ
の
注
記
を
書
き
こ
ん
だ
人

物
が
著
者
自
身
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
」
著
者
は
氏
胤
そ
の
人
で
あ
る
、
と
す
る

考
え
方
で
あ
る
。
ヒ
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
成
立
年
は
、
B
が
記
さ
れ
た
明
応

二
年
（
一
四
九
三
）
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
氏
胤
と
素
純
と
が
共
に
「
十
代
末

葉
」
を
称
し
は
じ
め
た
時
期
と
も
符
合
す
る
。
目
．
．

　
さ
ら
に
、
第
三
章
で
触
れ
た
「
先
人
」
で
あ
る
が
（
本
稿
郵
亭
ペ
ー
ジ
参

照
）
、
「
先
人
」
と
い
う
呼
称
は
、
定
家
が
俊
成
を
指
し
て
こ
う
呼
ん
だ
よ
う
に
、

泊
分
の
父
か
、
あ
る
い
は
教
え
を
受
け
た
師
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
一

般
的
で
あ
り
、
ま
た
、
先
に
掲
げ
た
、
春
上
．
・
八
番
の
注
記
に
よ
れ
ば
㍉
「
先

人
」
は
常
並
か
ら
直
接
伝
授
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
と
し

て
、
氏
胤
が
相
伝
を
受
け
た
、
常
縁
の
子
・
常
和
を
「
先
人
」
と
考
え
る
な
ら

ば
、
や
は
り
氏
胤
の
立
場
か
ら
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
三
三
砂
』
は
、
郡
上
東
家
の
当
主
た
る
氏
胤
が
、
宗
祇
派

を
標
榜
す
る
素
純
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
こ
れ
こ
そ
が
東
家
本
来
の
説
で
あ
る

と
い
う
立
場
か
ら
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
、
明
応
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

（一

l
九
三
）
と
し
て
よ
い
の
で
．
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
以
上
、
『
渥
清
妙
』
の
成
立
と
そ
の
性
格
を
論
じ
な
が
ら
、

の
卑
見
を
呈
示
し
て
み
た
。
御
批
正
を
仰
ぎ
た
い
。

著
者
に
つ
い
て

（
注
1
）
　
以
下
、
「
浬
泪
砂
」
の
引
用
は
、
特
に
伝
導
を
示
さ
な
い
場
合
、
谷
山
博
士

　
　
本
に
よ
る
。
な
お
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。

（
注
2
）
　
「
佐
賀
鍋
島
文
庫
蔵
「
自
讃
歌
註
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
国
語
国
文
」
第
四
七

　
　
巻
一
〇
号
）

（
注
3
）
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
桂
宮
本
「
古
今
和
歌
集
聞
書
」
　
（
近
衛
尚
通
本
『
両

　
　
度
聞
書
」
）
の
尚
通
奥
書
に
、
「
後
之
度
の
聴
聞
は
上
総
国
大
坪
基
清
懇
望
之
時
令
同

　
聴
了
」
と
あ
る
。

（
注
4
）
　
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
の
『
古
今
和
歌
集
」
爲
O
一
6
）
の

　
奥
書
中
に
、
「
文
明
五
年
正
月
七
日
以
相
伝
一
流
説
授
源
基
清
畢
／
従
五
．
輩
下
下
野

　
守
平
常
縁
」
と
あ
る
。

（
注
5
）
　
大
島
雅
太
郎
氏
旧
蔵
本
の
奥
書
に
、
為
家
が
教
示
し
た
和
歌
の
難
義
・
秘
事

　
な
ど
に
つ
い
て
の
家
説
を
悉
く
記
し
た
旨
の
奥
書
が
あ
り
、
『
置
月
古
今
序
注
」
は
、

　
　
「
為
家
卿
云
」
と
し
て
「
三
秘
抄
古
今
聞
書
」
を
引
く
。
こ
れ
が
後
人
の
偽
作
で

　
あ
る
こ
と
は
、
片
桐
洋
一
先
生
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
。
　
（
『
中
世
古
今
集
注

　
釈
書
解
題
蜘
～
酬
頁
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ク
ワ
ガ
ウ

（
注
6
）
　
「
延
五
記
」
は
、
四
六
四
を
「
百
和
香
」
、
一
〇
二
四
を
「
か
」
、
．
一
〇
七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
砂
．
一

　
を
「
し
」
と
し
、
「
古
今
集
声
句
相
伝
聞
書
」
も
四
六
四
を
「
百
和
香
」
、
一
〇
二
四

　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
を
「
か
」
と
し
て
、
「
先
人
」
の
説
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
　
兼
載
の
「
古
今

　
私
秘
聞
』
に
は
、
一
〇
二
四
に
「
力
字
濁
ヘ
ケ
レ
共
清
ト
云
々
」
、
一
〇
七
六
に
「
シ

　
ノ
字
濁
ヲ
用
。
自
説
モ
ア
リ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

．
．
．
（
注
7
）
　
野
中
春
水
氏
「
古
今
集
読
人
不
知
考
と
古
今
無
名
作
者
抄
」
（
『
甲
南
大
学
文



　
学
会
論
集
』
第
三
二
号
）
に
、
神
宮
文
庫
本
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

　
も
こ
れ
を
使
用
し
た
。

（
注
8
）
　
『
六
巻
抄
』
の
引
用
は
、
片
桐
洋
一
先
生
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
三

　
（
資
料
篇
）
』
所
収
の
東
山
御
文
庫
本
に
よ
っ
た
。

（
注
9
）
　
た
だ
し
、
裏
書
の
部
ガ
は
相
伝
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
全
く
引
用
が
見

　
ら
れ
な
い
。
、

（
注
1
0
）
　
仮
名
序
の
注
が
「
親
房
卿
古
今
集
序
注
」
と
し
て
続
群
書
類
従
四
五
三
に
収

　
め
ら
れ
、
歌
注
部
分
は
、
金
平
妙
子
氏
「
北
畠
親
房
の
古
今
集
註
上
．
・
中
・
下
」
（
『
藝

　
林
』
第
二
九
巻
二
～
四
号
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
注
1
1
）
　
『
三
秘
抄
古
今
聞
書
』
の
引
用
は
、
片
桐
洋
一
先
生
『
中
世
古
今
集
注
釈
書

　
解
題
一
』
所
収
の
大
島
雅
太
郎
氏
旧
蔵
本
に
よ
っ
た
。

（
注
1
2
）
　
お
そ
・
ヴ
く
、
種
々
の
注
釈
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
今
は
伝
わ
っ
て

　
い
な
い
『
頓
阿
注
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。

（
注
1
3
）
　
な
お
、
（
注
4
）
で
触
れ
た
京
大
研
究
室
本
『
古
今
和
歌
集
』
ぽ
、
相
伝
の

　
説
を
基
清
に
授
け
る
旨
の
常
縁
の
奥
書
の
ほ
か
、
氏
胤
に
授
け
る
旨
の
常
和
の
奥
書

．
等
を
備
え
、
朱
と
墨
に
よ
る
書
入
や
声
点
が
多
い
が
、
奥
書
・
注
記
と
も
に
二
種
以

　
上
の
系
統
が
混
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
常
縁
・
常
和
等
の
説
を
ど
こ
ま
で
伝
え

　
て
い
る
か
疑
問
が
残
る
の
で
、
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
。

な
わ
れ
た
和
歌
文
学
会
第
二
十
九
会
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
骨

子
に
し
て
お
り
ま
す
。
発
表
の
際
、
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
橋
本
不
美
男

先
生
、
井
上
宗
雄
先
生
、
三
輪
正
胤
先
生
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
修
士
課
程
在
学
）

　
　
　
　
　
（
付
　
記
）

　
貴
重
な
御
蔵
書
．
の
閲
覧
・
調
査
を
快
く
お
許
し
下
さ
い
ま
し
た
谷
山
茂
先

生
、
片
桐
洋
一
先
生
に
、
深
謝
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
三
十
日
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
で
行

「
古
今
浬
滑
砂
』
の
成
立
と
そ
の
性
格

二
九


